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研究目的
　本研究は、子育て世代に最も身近な情報通信機器であるスマホを用いた子育て（「ス
マホ育児」）の現状把握を行うことが目的である。また、スマホを用いることにより、育
児のストレス等の解消が可能であるのかを検証すること通して、「スマホ育児」の効果・
可能性及び課題等に言及する。

研究内容
　具体的な研究調査としては、全国の小学校就学前の乳幼児をもつ母親1,000人を対
象にしたwebを利用した質問紙調査を実施。
　質問項目の、主要なものは以下のとおりである。

（1）母親の基本属性及びスマホ、ネットやアプリの利用実態の把握
（2）乳幼児に触れさせている情報機器、ネットやアプリの利用実態の把握
（3）育児におけるスマホの活用と課題
（4）母親における育児ストレスの現実とスマホとの関係調査

おわりに
　「スマホ育児」が、広く浸透している現状が明らかとなった。一般的には、「スマホ育
児」が常態化すると、保護者と子どものコミュニケーション時間が減少する、また、子ど
もの視力や体力低下をまねくのではないかという否定的な意見・研究が多を占める傾
向にある。また本研究においても、有害サイト・アプリの利用・閲覧等の不安、親の承諾
なしに、オンラインショップやアプリで買い物や課金をする等の不安や心配があること
も明らかとなっている。
　一方で、「スマホ育児」が母親の育児ストレスを軽減しているという傾向も把握され
た。今後は、継続的に調査研究を行い「スマホ育児」の効果と課題を明確化して、「スマ
ホ育児はダメ」と漠然と否定的に捉えるのではなく、保護者に効果と課題を示し、保護
者が使用を判断できる機会を提供することが必要である。

研究成果
1.「スマホ育児」の現状
　子どもに見せたり使わせたりしている情報機器については、表1のとおりである。
　よく利用しているサイトやアプリについては、表2のとおりである。

表1：子どもが使用する情報機器 （単位％） 表2：子どもが利用するサイトやアプリ （単位％）

スマートフォン 50.0 YouTube 82.2
携帯電話（ガラケー） 1.0 YouTube以外の動画サイト・アプリ 10.8
タブレット端末（ｉＰａｄなど） 24.6 LINE 12.4
パソコン 7.0 LINE以外のSNS（Facebook,Instagramなど） 3.9
携帯ゲーム機 7.0 写真共有アプリ 13.0
据置き型ゲーム機 8.5 ゲームアプリ 18.9
音楽プレイヤー 2.3 知育アプリ 23.1
その他 1.6 子育てサポートアプリ（鬼から電話,など） 5.3
見せていない／使わせていない 35.4 英語教育のための動画や音楽 10.4

絵本や童話 9.8
その他 0.6
よく利用しているサイトやアプリはない 7.3

　どのような場面で「スマホ育児」をするのかについては、表3のとおりである。
表3：スマホ育児の場面 （単位％）

よく利用している 時々利用している あまり利用していない まったく利用していない
自宅での食事時間 6.6 18.4 24.2 50.8
外食時 4.4 21.0 30.4 44.2
電車やバスなど公共の場 7.4 28.7 23.1 40.8
公園など外での遊びの時間 3.4 18.4 28.7 49.5
自宅での遊びの時間 12.5 43.8 20.5 23.2
授乳中（過去の経験も含む） 12.9 28.3 16.7 42.1

　65％の母親が何らかの形で「スマホ育児」を行っていて、自宅での遊び時間や電車
やバスなどの公共の場、外食時等とその使用場面も多岐にわたっていることが明らか
となった。

2.「スマホ育児」と育児ストレスの関係性
　「スマホ育児」と育児ストレスの関係について検討を行った。母親が抱える育児スト
レス測定については、荒木ら (荒木、 兼松、 横沢、 荒屋敷、 相墨 & 藤島、 2005)により
開発された、育児ストレスショートフォーム日本版Parenting Stress Indexを採用し、
対象者の負荷に鑑み、原版全19項目のうち、子どもの特徴に関するストレスから3項
目、親自身に関するストレスから3項目の合計6項目を一部文言の修正をし、採用した。
回答は「まったく違う」「違う」「どちらともいえない」「そのとおり」「まったくそのとおり」
の5件法を採用した。全6項目を合算した育児ストレス得点を算出し（得点が高いほど
育児ストレスが高い）、「スマホ育児」の利用の有無別にｔ検定を行った結果は表4のと
おりである。

表4：スマホ育児と育児ストレスの関係
怒ったり不機嫌な
お子さんをなだめ
たり、落ち着かせ
たりするため

家で静かに
過ごさせるため 食事中のとき

電車やバスなどの
公共交通機関や
レストランなどの
公共の場にいるとき

自分が家事を
するときの
子守代わり

寝かしつけの
とき

利用有無 なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり

n 317 294 248 363 473 138 346 265 263 348 495 116

育児ストレス得点（平均） 15.42 17.13 15.06 17.06 15.69 18.14 15.54 17.17 15.22 17.01 15.59 19.04

SD 4.64 5.14 4.71 4.97 4.8 5.05 4.67 5.18 4.97 4.81 4.7 5.07

自由度 609 609 609 609 609 609

t値 -4.305 -4.979 -5.22 -4.068 -4.48 -7.005

p値 1.95E-05 4.16E-07 1.23E-07 2.69E-05 4.46E-06 3.27E-12

検定結果 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

　すべての項目において、「スマホ育児」の利用あり母親の育児ストレス得点が、「スマ
ホ育児」利用なしの母親を上回っており、0.1％水準で有意差が認められた。育児の負
担感、育児の不安感についても同様の傾向が把握された。併せて、育児ストレスを抱え
ていないことが、子どもに情報機器を見せない・使わせない方針と関連する結果も得
ることができた。これらの結果から「スマホ育児」を行っている母親は、非利用の母親と
比較して、育児ストレスが高いといえる。スマホは子どもにとって依存等を引き起こす
可能性を有してはいるが、日々の育児ストレスを抱える母親にとっては、その育児の負
担を軽減しうる機器として活用されている可能性があることがわかった。
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